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研究成果の概要（和文）：本研究では、デカルトの「心身二元論」の枠組みにおいては傍流の扱

いを受けてきたメルロ＝ポンティらの「行動」的身体研究、クラーゲスらの「情動」的身体研

究など、非デカルト的身体論を体系的に掘り起こし、それらを「身体メディア」の概念の下で

統一的に整理・解明した。また、その作業によって「身体」論を社会次元に開き、哲学が社会

学やメディア論との連携・協働を図りながら、高度情報社会の存立構造を分析するための拠点

を築いた。 

 

研究成果の概要（英文）：In this study, Non-cartesian body theories,for examples,a 

behavioral approach of Merleau-Ponty and an emotional approach of Klages, that are 

regarded as heretical branches of the body theory in the frame of Cartesian "Mind-body 

dualism," are systematically dug up, and they were arranged and clarified unitedly 

under the concept of "Bodily media." In addition, I got a base to analyze existence 

structure of the advanced information society while I opened the "body" idea in a 

social dimension by the phiposophical collaboration with sociology and the media 

theory. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究開始当初、「身体」の哲学的研究に
ついては、心身問題の枠組みに捕らわれない

研究が叢生していた。例えば知覚心理学の分
野ではギブソンによる「アフォーダンス」の
観点からの身体研究（ Gibson,J.J. The 
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Ecological Approach to Visual 
Perception,1979）が注目されていたし、M.
ハイデッガーの「世界-内-存在」の概念を認
知科学に持ち込んで身体の重要性を強調し
たドレイファスの議論（Dreyfus,Hubert L. 
Being-in-the-world: A Commentary on 
Heidegger's Being and Time,1991）も見逃
せなかった。また M.シェーラーや L.クラー
ゲスを踏まえて独自の身体論を展開する H.
シ ュ ミ ッ ツ の 研究 （ Schmitz, Hermann. 
System der Philosophie,Bd.II:1.Teil:Der 
Leib,1965）が現象学派における身体論の新
たな展開を期待させた。但し、いずれも「社
会」と「身体」との関係の解明に関しては十
分とはいえなかった。こうした状況を背景と
しつつ、本研究は「メディア」概念を「身体」
研究に導入することで先行諸研究の欠を埋
めることを目指して企図された。 

一方、「メディア」概念の哲学的研究につ
いては、社会哲学者である T.パーソンズの研
究（Parsons.T.The Social System,1951）、
J. ハ ー バ マ ス の 研 究 (Habermas,Jürgen, 
Theorie des kommunikativen Handelns, 
1981)がすでに有名であったが、いずれも「言
語」をモデルにして「メディア」を把握して
おり、したがって、こうした理論的構図では
「身体」というメディアを原理的に主題化で
きないと思われた。それに対して同じく社会
哲学者の N.ルーマンはその著『社会の社会』
（ Luhmann,Niklas,Die Gesellschaft der 
Gesellschaft,1997）において「メディア/形
式」という創発モデルを採用した新しいメデ
ィア概念を提出した。本研究はこのルーマン
の「メディア」概念を「身体」に適用しよう
と試みた。 
日本においては、早くから M.ポンティの身体
論を踏まえた市川浩の「身分け」論という非
デカルト的系譜の優れた身体論が存在した
（『精神としての身体』1975）。また、佐々木
正人（『包まれるヒト―〈環境〉の存在論』
2007）や河野哲也（『「心」はからだの外にあ
る―「エコロジカルな私」の哲学』2006）が
J.J.ギブソンのアフォーダンス理論を発展
させる形で新たな身体論を展開してもいた。
だが「身体」を社会構成の「メディア」とし
て把握する試みは未だ存在しなかった。 
 
(2) 本研究は、研究代表者が独立に進めてき
た「身体論」研究と「メディア論」研究とい
う二つの研究が交差する地点で着想されて
いる。 

研究代表者は、「身体」の研究に際して、
それを「心」の対立項としてではなく、「社
会」の構成要素として捉えようと努めてきた。
その過程で研究代表者は「行動」における世
界の分節化とともに「情動」的共鳴によって
も世界が身体的に体制化されること、そして

「行動」と「情動」という二つの契機を総合
するものとして「身体」を捉える必要性を痛
感するに至った。 
また研究代表者は、ルーマンの社会システ

ム論を「メディア」概念を軸として再構成す
る作業に取り組んできたが、その過程でルー
マンの「メディア」概念が社会構成メカニズ
ムの理論的定式化に際して、中枢的な役割を
果たしていることを発見すると同時に、ルー
マンの社会システム論では社会構成に果た
す「身体」の役割がほとんど顧慮されていな
いことにも気付くに至った。 
ルーマンの「メディア」理論に、そこからは
欠落している「身体」についての哲学的考察
を組み込むことで、社会構成の重層的な様相
を解明できるのではないかと考えるに至っ
た。 
 
(3) 「身体論」の研究においては、「心身問
題」という理論枠からはみ出す身体論の二つ
の系譜を論文「非デカルト的身体論の諸相」
（『明治大学社会科学研究所紀要』第 43巻第
2 号,2005―研究業績の 8．）において簡単に
辿った。この論文で、非デカルト的な身体論
の枠組みにおいて、「行動」と「情動」とい
う二つのテーマが存在することを確認した。
「メディア論」の研究においては、『〈メディ
ア〉の哲学』（NTT出版,2006―研究業績 5．）
において、ルーマンの社会システム論に占め
る「メディア」概念の重要な役割と、またそ
の適用の不十分性を論じた。また、「身体」
を社会構成の「メディア」として捉える論文
二編「身体メディア論・序説」（『思想』
No.970,2005―研究業績 9．）「身体メディア論
へのプロレゴメナ」（『社会情報学研究』vol.9, 
No.1,2005―研究業績 7．）を既に発表済みで
あるが、いずれも試論の域を出ないものであ
ったため。本格的な取り組みを本研究によっ
て進めようと考えた。 
 
２．研究の目的 
高度情報化の実現へと向かう現代社会にお
いては、インターネットを介した匿名的コミ
ュニケーションの普及、またヴァーチャル・
リアリティー技術の長足の進歩によって、
「身体」の希薄化と仮想化が社会的規模で進
行している。だが、このような現実に直面し
ながら「身体」が社会的現実にどう関わって
おり、また関わるべきなのか、を考察する理
論的視座は十分に整っていない。 
本研究は情報化の進展がもたらしたこうし
た課題に取り組むために、まず、従来「身体」
を論じる際のデカルト以来の哲学的参照枠、
すなわち身体を精神と対立させた上で「身体
は精神といかにして関わるのか」という問い
を立てる、いわゆる心身問題の枠組みから離
れ、身体を本質的に社会的な存在と捉えた上



で「社会にとって身体とは何か？」という問
題枠を設定した。 

次に、「精神 vs身体」という構図では掬い
取れない「身体」の特性や独自性を考察し、
また「身体」と「社会」との関係に焦点を当
てた諸理論を思想史の中で体系的に洗い出
すことを通じて、そうした身体観を、社会を
構成する「メディアとしての身体」として整
理し、定式化することを第一の目標に据えた。 
そのうえで、この「メディアとしての身体」
が社会において、いかなる機能を果たしてお
り、また社会の高度情報化の中で「身体」が
どのような変容を遂げつつあるのか、その解
明へと歩を進めるという第二の目的を果た
そうとした。 
 
３．研究の方法 
(1)研究期間中に達成を目指した課題は以下
の四項目にまとめることができる。 
Ⅰ．哲学的身体論の思想史的研究によって、
デカルト以来の「心身問題」の構図からはみ
出す身体についての諸理論を整理し、二つの
系譜にまとめること。 
Ⅱ．ルーマンの「メディア」概念を、「身体」
を軸として再構成すること。 
Ⅲ．Ⅰ.Ⅱ.の作業を踏まえつつ、「身体メデ
ィア」と「社会」との関連を定式化すること。 
Ⅳ．高度情報社会という環境において、従来
の「身体―社会」の関係が、いかなる変容を
遂げつつあるのかを、Ⅲ.の成果に基づいて
分析すること。 
Ⅰ.は思想史的な研究、Ⅱ.は文献実証的な研
究、Ⅲ.は理論的な研究、がそれぞれ中心と
なる。Ⅳ.は理論的な研究が中心となるが、
哲学だけでなく、情報社会論的なアプローチ
も採用する。 
 
(2) 具体的には、まず、「心身問題」の枠内
での身体論を対比項としながら、非デカルト
的な身体論の特性を、「行動的身体」と「情
動的身体」という二つの系譜を代表的な文献
にあたるなかで思想史的に辿り直し跡付け、
明らかにする作業に取り組んだ。「行動的身
体」論の系譜では特にメルロ＝ポンティの遺
稿（Merleau-PontyR,Maurice,Le visible et 
l'invisible,suivi de notes de travail, 
Gallimard,1964）を中心に、また「情動的身
体 」 論 の 系 譜 で は 特 に ク ラ ー ゲ ス
（Klages,Ludwig,Der Geist als Widersacher 
der Seele, Sämtliche Werke Bd.1., 
Bouvier,2000）を軸に解読を行った。 
次に Carl-Auer Verlag、ルーマンの社会シス
テム論における「メディア」概念の含意を「身
体」の概念を軸に、再度ルーマンのテクスト
に即しながら実証的に掘り起こす作業に取
り組んだ。本研究ではこうした草稿群からル
ーマンの身体観を再構成した。 

そのうえで「メディアとしての身体」が社会
構成にどのように関与しているのかを分析
した。具体的な作業としては、「身体」を社
会構成の「メディア」とみなす社会哲学的な
諸理論のサーベイと解読を行い、またインタ
ーネットやヴァーチャル・リアリティーとい
った情報技術・メディア技術がどのように身
体のあり方を変容させ、社会のあり方を再編
していくのかについて、現場取材やインタビ
ューを実施し、考察の材料とした。 
 
４．研究成果 
(1) 哲学で伝統的に「心身問題」という枠組
みの中で問題とされてきた「身体」を、「心
との関係」ではなく「社会との関係」を主軸
に考察したことで、身体の社会構成機能の大
枠を闡明することができた。社会学の分野で
はすでに M.フーコーの『監獄の誕生』『性の
歴史』、P.ブルデューの『実践感覚』などの
著作によって「身体」と「社会」との本質的
な関係が論じられている。しかし、哲学にお
いては身体論の主流はいまだに個体レベル
での議論にとどまっており、「身体-社会」関
係の哲学的研究は、高度情報社会の進展によ
って喫緊の課題となっているにもかかわら
ずいまだ部分的にしか着手されていなかっ
た。 
 
(2)従来、常識的には「情報を運ぶ乗り物」
としてイメージされ、哲学においては離在す
る諸項の「媒体」「媒介」として理解されて
きた「メディア」概念を N.ルーマンの独自の
「メディア」解釈――美学でいう、芸術的モ
チーフを表現するための絵の具や石膏とい
ったマチエールとしての「メディウム」概念
に依拠しつつ“形式”を構成するための“素
材”と解する――を採用し、更にルーマンの
枠組みを超えて「メディア」概念を「身体」
へと拡張することで、「身体」と「社会」と
の関係を解明するための新たな視座を設定
できたと考える。 
 
(3) 本研究は、デカルトの「心身二元論」の
枠組みにおいては傍流の扱いを受けてきた
非デカルト的身体論を体系的に掘り起こし
再評価する思想史的研究を作業の一環とし
て組み込んでいる。従来、メルロ＝ポンティ
らの「行動」的身体研究、クラーゲスらの「情
動」的身体研究において独立に主題化されて
きた身体への非デカルト的なアプローチを
「身体メディア」の概念の下で統一的に整
理・解明できた。また、その作業によって「身
体」論が社会次元に開かれ、哲学が社会学や
メディア論との連携・協働を図りながら、高
度情報社会の存立構造を分析するための拠
点を得ることができたと考える。 
 



（4）ルーマンの「社会システム論」研究に
も哲学的見地から一定の貢献ができたと考
える。ルーマンの社会システム論の鍵概念の
一つが「メディア」に存することは、ドイツ
におけるルーマン研究においても徐々に共
通の認識となりつつある。しかし、そうした
研究の多くは「マスメディア」論という閉じ
られた領域へと向かっており、ルーマン「メ
ディア」概念の哲学的な含意の究明は遅滞が
生じていた。本研究は、ルーマンの「メディ
ア」概念が「身体」へも適用可能な、一つの
方法論的な「操作概念」であることを明らか
にすることで、「社会システム論」の新たな
可能性を示せたものと考える。 
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